
 1 

村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会 議事録 

会議名 第１回 村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会 

年月日 平成30年７月12日(木) 11:00～11:55 

会 場 粟島浦村 粟島開発総合センター 

出席者 【委員】 

 関川村商工会女性部 

公益財団法人 関川村自然環境管理公社 

 にいがた岩船農業協同組合 

 村上地域振興局健康福祉部 

 村上地域グリーン・ツーリズム協議会 

 関川村温泉旅館組合青年部  

 ＮＰＯ法人都岐沙羅パートナーズセンター 

 村上市消防団 

  

 越後村上物産会 

 

村上市図書館協議会 

  

 

【村上市】 

 政策推進課 

 政策推進課 企画政策室 

政策推進課 企画政策室 

 

【関川村】 

 総務課 企画財政班 

 

【粟島浦村】 

 総合政策室 

 総合政策室 

 

 

副部長 

専務理事 

組合長 

部 長 

事務局 

部 長 

理事長 

団 長 

 

副会長 

 

会長 

 

 

 

課 長 

係 長 

主 査 

 

 

副主幹 

 

 

室 長 

主 任 

 

伊藤真由美 

伊藤 保史 

井上 敏雄 

佐々木綾子 

鈴木 信之 

高橋  俊 

忠  隆司 

中山卯一郎 

林 久美子 

平山 利之 

本保 和平 

山口又一郎 

脇川 香奈 

 

 

東海林 豊 

田村 政和 

佐藤 光平 

 

 

大島 祐治 

 

 

町田 純一 

佐久間香織 

 

[進行] 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

１．開会 

 〈あいさつ〉 

 〈資料の確認〉 

 〈欠席委員の報告〉 

 

２．会長挨拶 

 〈あいさつ〉 

 

 村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会条例第６条１項の規定により、会長

が議長となりますので、会長よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、これより議事進行を務めさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

３．「報告（１）審議会委員からの意見等に対する回答について」から、「報告

（３）平成30年度婚活事業について」まで説明いただいた後、皆様から質問を

いただきたいと思います。それでは事務局より説明お願いします。 
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事務局 

 

 

会長 

 

 

井上委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

伊藤保史委員 

 

 

 

事務局 

 

 

伊藤保史委員 

 

 

事務局 

 

 

副会長 

 

 

 

副会長 

 

事務局 

 

 

 

３．報告（１）審議会委員からの意見等に対する回答について【資料１】から

報告（３）平成30年度婚活事業について【資料３】説明 

 

ありがとうございました。今ほどの説明について、委員の皆様から何かご質

問、ご意見等はありますか。 

 

荒川地区の地域要望で友引の日に火葬を行えるようになったと聞いている

が、その経緯を教えてください。 

 

市町村合併をして村上市になった時に友引の火葬は、一度止めたが荒川地区

では、友引の日でも火葬を行う地域性であったので運営方法の見直しを行い荒

川火葬場については、友引の日でも火葬を行えるようになりました。他の火葬

場では行っていないと思います。 

 

ほかにありませんでしょうか。 

ほかになければ、４．議事に進みたいと思います。こちらも報告と同様に「議

事（１）今年度のスケジュールについて」から「（２）平成29年度取組実績及

び平成30年度取組について」事務局より説明をお願いします。 

 

４．議事（１）今年度のスケジュールについて【資料４】から議事（２）平

成29年度取組実績及び議事（２）平成30年度取組について【資料５】について

説明 

 

ありがとうございました。今ほどの説明について、委員の皆様から何かご質

問、ご意見等はありませんか。 

 

医療現場体験見学会について、対象者が圏域の高校生ということだが、村上

岩船圏域に住んでいて新発田などの高校に通っている人もいると思うが、内訳

はどうなっているのですか。 

 

報告を受けた数字に関しては、すべて村上高校の村上岩船圏域の生徒である

と聞いています。 

 

村上岩船圏域に住んでいて新発田などの高校に通っている生徒に、情報提供

を行っているのですか。 

 

対象となる高校は、村上岩船圏域にある高校に通っている生徒としているた

め村上岩船圏域外の高校に通っている生徒には周知をしていないと思います。 

 

村上高校と村上中等教育学校に情報提供を行っています。また、高校を通し

て生徒から希望者を募っています。新発田高校であれば、新発田保健所で同様

の取り組みを行っていると思います。 

 

広域観光ルート開発事業について、旅行誌への掲載は難しいのですか。 

 

今は、日本海きらきら羽越観光圏の掲載が主力となっているため、村上岩船

圏域の掲載が難しい状況となっています。そのため、村上駅を拠点とした二次

交通体制整備の検討を行っている状況です。 
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副会長 

 

事務局 

（粟島浦村） 

 

 

井上委員 

 

 

 

事務局 

 

 

井上委員 

 

 

 

平山委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

高橋委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

副会長 

 

事務局 

 

 

 

 

副会長 

 

きらきらうえつの車内で、粟島浦村の特産物の販売はされていないですか。 

 

きらきら羽越観光圏に直接関わっている訳ではなく、県北ということで村上

市と一緒に関わっています。来年は、新潟県・庄内エリアデスティネーション

キャンペーンが始まるが、そちらは一緒になる予定です。 

 

グリーン・ツーリズムの推進について、インバウンド対策が重要と言われて

いますが、観光協会などが個々に対策を行っているように感じられます。どの

ような組織体制になっているのですか。 

 

市と観光協会を中心に取り組みを行っていますが、数字的にはそれほど伸び

ていません。 

 

村上岩船地域は、魅力があると思いますが日本各地には魅力的なところがた

くさんあります。それを順番に回って行くことを考えれば、情報発信は重要と

なるので活動を行ってもらいたい。 

 

新潟県全体のインバウンド誘客数は、全国27位となっていますが、村上岩船

圏域でのインバウンド誘客数の実績を教えていただきたい。 

 

本日は、資料等を持ち合わせておりませんので後日、改めて回答させていた

だきます。インバウンドについては、新潟空港からの誘客だけでなく宮城県の

仙台空港から山形県を経由して本圏域に滞在してもらうことも検討したいと

考えています。 

 

広域観光ルート開発事業について、二次交通に関して今年の３月に県内初の

ＬＣＣが関西国際空港から新潟空港の間で就航して好調であると聞いていま

す。また、それに合わせて県からの交付金を利用して新潟空港から瀬波温泉ま

でバスが出ていると聞いていますが、その状況を教えてください。 

 

 大阪から新潟までＬＣＣ就航が始まり、それに合わせ二次交通ということで

瀬波温泉まで直通タクシーの運行を開始しております。直通タクシーの運行が

始まってまだ間もないことから利用実績は、それほど伸びていないと担当課か

ら聞いております。これから、ＰＲを進めて行くいうことでした。 

 

 これから自分で車を運転しない高齢の方が増えて行くと、飛行機で最寄りの

空港まで来てそこから観光地や温泉に行けると、大変喜ばれると思います。瀬

波温泉の利用状況を見ながら関川村や粟島浦村にも行けるような取り組みが

出来ればよいと思います。 

 

防災士養成講座は、受講料がかかるのですか。かかる場合は、いくらですか。 

 

受講料は必要となっていますが、いくらかかるか本日は資料を持ち合わせて

いないので詳細についてはお答えできませんが、以前は、東京等でしか受講で

きなかった講座でしたが受講者数がそろえばこちらで開催できるようになり

ました。 

 

女性の防災士が少ないということであれば、受講料や交通費等の助成があれ
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本保委員 

 

副会長 

 

 

 

高橋委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

林委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

ば受講してみようかなと思うような気がします。 

また、防災というのはあらゆる自然災害が対象なのですか。 

 

全ての災害が対象となっています。 

 

女性の防災士がいないと、避難所設営に女性特有の配慮が必要な時に女性の

視点が重要となってくるので、女性の防災士を増やしていく必要があると思い

ます。特に若い女性に取得してもらいたいですね。 

 

公共交通ネットワーク事業について、問題・課題等に村上市住民が関川村で

実施の「高校生等支援バス」への利用はあるもののと記載されていますが、こ

れはどのようなバスなのですか。 

 

こちらのバスは、関川村で坂町駅から関川村沿線集落へ主に高校生の部活動

からの帰宅に対応するために運行していたものですが、その経路内にある村上

市内、特に荒川地区になりますがそちらに在住している高校生も利用出来るよ

うに拡充したものです。 

 

岩船港からの乗合タクシーの利用実績は、ないのですか。 

 

島民の通院や観光で村上駅から岩船港まで利用している方は多いのですが、

島に来る人以外が駅からイオンまで利用することなども出来ます。しかし、ほ

とんど利用がない状況です。島民と観光客の利用以外にないと考えています。 

 

ほかにございませんでしょうか。 

無いようでありますので、以上で議事を終了させていただきます。続きまし

て、５．その他に移りますが、事務局から何かございますか。 

 

５．その他 

それでは、次第の５、その他について事務局より連絡させていただきます。 

本審議会は、すべて公開することとなっております。 

従いまして、会議資料や会議録を公開させていただきます。 

また、会議録については、公開前に委員の皆様に発言内容を確認いただきま

すので、よろしくお願いします。 

本日の議事でもお示ししましたように、第２回審議会は11月下旬の予定で考

えております。 

詳細な日程につきましては、会長と相談のうえ、開催日の１ヶ月前を目途に

皆様にお知らせしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

本日の会議の報酬等につきましては、７月26日に指定された口座へ振り込み

ますので、ご確認をお願いします。 

 

委員の皆さんから何かございますでしょうか。 

無いようであれば、議長を退任させていただきます。ありがとうございまし

た。 

 

大変ありがとうございました。 

以上で本日予定された内容をすべて終了いたしましたので、最後に閉会の挨

拶を佐々木副会長にお願いします。 
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副会長 

 

事務局 

 （佐々木副会長あいさつ） 

 

６．閉会 

ありがとうございました。 

以上を持ちまして、第１回村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会を終了し

ます。 

本日は、大変ありがとうございました。 

以上 

 

 

 


